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浦口こうてん

▲大和御前の秋の大祭にて

▲早慶交流会でスピーチ

▲「わかやま環境まつり」にて（美園商店街） ▲「腹話術」の宮本さんと

▲「きしゅう映画祭」にて主演女優さんと

▲ 地元・愛徳整肢園の
秋祭りでお餅の手ごね

▲ 京都・西本願寺にて樫畑
和歌山保護司会南支部長と

▲ 広川町議選で〝トップ当選〞の
栗田君と（耐久高校の後輩）

▲谷口ブラジル和歌山県人会長と

初
登
壇
で
、「
人
口
減
少
問
題
」を
‼

しかもこれまでの20年間（　　）より、これからの20年間（　　）が約1.6倍のスピードで減少！2000年
〜

2020年

2020年
〜

2040年

2040年（　 ）人口激減（ 　　）超高齢（　　）社会へ令和
22年

現89万人
→69万人

現33％
→40％

2003年12月
定例県議会

▲中濱日鉄労組組合長から「生活総点検」陳情書を ▲和歌山県屋外広告業組合の皆さんと（県庁正門）

▲「経済警察委員会」視察で岩谷産業（株）研究所へ

▲毎年出席、県戦没者追悼式にて

▲ 耐久高校・戸川校長と
近畿大会応援（大阪）

▲県大会優勝後・井原監督と
（紀三井寺球場）

▲野球部応援グッズ ▲応援垂幕

▲自らが実践し、範を示す
▲ 稲門拳法倶楽部・平野会長と
（アサヒビール元社長・一期後輩）

▲青年部と玉木代表（本人から1人おいて左）らの「がんばろー！」コール

▲学生時代の後藤元監督と
▲第42回日本拳法「早慶戦」
この優勝盃は浦口が発注

▲日本拳法「早慶戦」にて
▲ 「日本拳法師範」として週3回
　道場で、少年から一般まで指導

▲ 日本拳法を活用した逮
捕術大会を視察（観戦）

▲ 日本拳法女子学生大会で挨拶

▲杉山・元駐米大使と（早大の一期先輩）

▲「五体不満足」の乙武氏と

▲玉木雄一郎・国民民主党代表と熱弁をふるう！（JR和歌山駅前）

▲「福祉ネイル」の実験台⁉

▲ダナン大学で林議員と

◀ 「人権・少子対
策特別委員会」
の副委員長と
して、吉井委員
長と

▲岩田すさみ町長と（ベトナム） ▲児島ジーンズストリートにて

◀
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
人
民

委
員
会
前
に
て

◀
耐
久
高
校
同
窓
会
で
挨
拶

現
在
、「
人
口
減
少
問
題
」
は
、
誰
も
が
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
浦
口

議
員
は
こ
の
問
題
を
20
年
前
か
ら
強
く
訴
え
、
県
行
政
の
姿
勢
を
質
し
て
き
ま
し
た
。

２００３
年
12
月
議
会
で
は
、
１９８０
年
に
１０９
万
人
の
人
口
か
ら
、
２０３０
年
に
は
88
万
人
（
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
２０２３
年
に
は
89
万
人
台
に

な
り
、
同
推
計
よ
り
早
く
「
人
口
減
少
」
が
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

（
注
）
上
の
「
県
政
報
告
」
記
載
（「
20
数
年
後
、
和
歌
山
市
11
万
減
少
で
27
万
人
に
⁉
」
は
、〈
地
域
づ
く

り
推
進
実
行
委
員
会
〉
の
推
計
で
２０２３
年
10
月
現
在
34
万
人
）【
裏
面
左
上
／
右
下
・
参
考
資
料
】

1「
人
口
減
少
問
題
」に
つ
い
て

⑴
県
独
自
の「
人
口
減
少
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」に
つ
い
て

■
質
問

県
民
の
皆
さ
ん
や
行
政
自
体
が
現
実

を
深
く
認
識
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
人

口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
が
か
か
る

た
め
に
も
、
毎
年
度
、
人
口
動
態
と
そ

の
主
な
原
因
が
何
で
あ
る
か
分
析
を
行

い
、
次
の
施
策
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

■
知
事

議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
現
状
と
課

題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
県
民
の
皆
さ

ん
と
危
機
感
を
共
有
し
、
人
口
減
少
の

流
れ
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず

大
胆
な
政
策
を
実
行
し
、
子
供
た
ち
が

和
歌
山
が
最
高
だ
と
感
じ
、
県
民
の
皆

さ
ん
が
誇
り
を
持
て
る
和
歌
山
県
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

1
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

⑴『
2040
年（
令
和
22
年
）か
ら
の
警
鐘

と
希
望
』に
つ
い
て

■
質
問

今
、
2040
年
か
ら
の
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
、

よ
り
速
く
進
む
こ
の
人
口
減
少
に
伴
う

和
歌
山
県
の
退
潮
の
流
れ
は
決
し
て
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
実
感
。

今
後
ど
う
や
っ
て
い
け
ば
明
る
い
希

望
が
持
て
る
和
歌
山
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
具
体
的
な
数
字
を
示
し

て
答
弁
を
。

■
知
事

人
口
減
少
下
に
お
い
て
満
足
度
の
高

い
人
生
と
人
間
を
尊
重
す
る
社
会
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
検
討
し
た

い
。持

続
可
能
な
和
歌
山
県
の
実
現
を
目

指
し
、
自
然
減
、
社
会
減
の
両
面
か
ら

人
口
減
少
対
策
を
講
ず
る
努
力
も
必

要
。希

望
を
持
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
和

歌
山
県
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
む
。

2『
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
』

の
実
現
に
つ
い
て

⑴
 2017
年（
平
成
29
年
）4
月
策
定「
県

長
期
総
合
計
画
」に
つ
い
て

⑵「
和
歌
山
Ｉ
Ｒ
」に
代
わ
る
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
質
問

昨
年
の
９
月
議
会
で
、
当
時
の
仁
坂

知
事
は
、
Ｉ
Ｒ
で
4.8
万
人
の
新
規
雇
用

が
見
込
ま
れ
る
と
言
い
、
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
人
口
動
態
に
も
大
き
く
影

響
が
。
こ
こ
30
年
間
で
人
口
減
少
が
一

番
大
き
い
長
崎
市
が
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア

ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」【
裏
面
左
下

／
右
上
・
参
考
資
料
】で
地
元
経
済
再
生

を
図
っ
て
い
る
が
、和
歌
山
市
も
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
地
域
振
興
ど
う
か
。

■
知
事

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
振
興

は
、住
民
、企
業
、地
域
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
、
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
情
報
を
収
集
し
て
ま
い
り

ま
す
。

2『
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
』

の
実
現
に
つ
い
て

⑴「
運
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」に
つ
い
て

■
質
問

運
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
、
一

番
気
軽
に
運
動
の
機
会
を
持
て
る
と
い

う
こ
と
で
、
当
時
の
仁
坂
知
事
は
「
和

歌
山
県
は
８
万
人
の
登
録
を
目
標
と
す

る
」
と
明
言
。

福
祉
保
健
部
長
、（
5
年
経
ち
）現
在

登
録
人
数
は
何
人
か
。

■
福
祉
保
健
部
長

８
月
31
日
現
在
、
１
万
451
名
。
こ
の

事
業
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
を
維
持

す
る
た
め
、
手
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
運

動
習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

2017
年
10
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

登
録
者
数
が
あ
ま
り
増
え
な
い
こ
と
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
新
た
な
方
向
で
の

事
業
展
開
を
検
討
す
る
時
期
か
と
。

⑵「
わ
か
や
ま
健
康
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
」

に
つ
い
て

■
質
問

平
成
20
年
か
ら
、
県
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
食
と
健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
「
わ
か
や
ま
食
と
健
康

フ
ェ
ア
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
秋

に
開
催
し
て
い
る
。
平
成
28
年
か
ら
7000

人
〜
8000
人
規
模
に
増
え
て
い
る
が
福
祉

保
健
部
長
考
え
を
。

■
福
祉
保
健
部
長

2020
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
。多
く

の
方
に
健
康
や
食
に
つ
い
て
関
心
や
考

え
る
よ
い
機
会
を
つ
く
れ
た
と
考
え
る
。

い
ま
一
度
、こ
の
事
業
の
有
効
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
健
康
な
生
活
習
慣
及
び
食

習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、よ
り
効
果
的

な
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

■
質
問

平
成
20
年
策
定
の
県
長
期
総
合
計
画

の
中
で
「
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
」

を
目
指
し
ま
す
と
明
記
。
平
成
29
年
に

策
定
さ
れ
た
現
行
の
計
画
に
は
、「
目

指
す
」
か
ら
「
実
現
し
ま
す
」
と
。
知

事
は
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
意
思

が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

■
知
事

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
は
ま
さ
に
県
民
に
と
っ
て
の
幸
せ
。

こ
れ
は
ま
さ
に
県
庁
の
我
々
の
最
大
の

仕
事
の
一
つ
。
平
成
29
年
に
策
定
し
た

和
歌
山
県
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
」
の
実

現
に
引
き
続
き
、
最
大
限
の
目
標
と
し

て
目
指
す
。

⑵
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
に
つ
い
て

■
質
問

要
介
護
認
定
率
が
平
成
26
年
か
ら
令

和
元
年
ま
で
６
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
。「
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
」

を
実
現
す
る
た
め
、
本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
む
決
意
は
？

■
知
事

御
指
摘
の
と
お
り
、
県
の
高
齢
者
数

の
約
36
％
を
占
め
る
和
歌
山
市
は
、
県

全
体
の
要
介
護
認
定
率
へ
の
影
響
も
大

き
い
。
和
歌
山
市
に
対
し
て
自
立
支
援

の
取
組
を
強
く
働
き
か
け
て
き
た
。
要

支
援
認
定
者
の
割
合
が
高
い
た
め
、
特

に
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は

効
果
が
あ
り
、
和
歌
山
市
に
対
し
て
も

強
く
そ
の
導
入
を
働
き
か
け
る
。

3
和
歌
山
県
の
た
め
の「
経
済
再

生
」に
つ
い
て

⑴
農
林
水
産
業
・
観
光
業
の
将
来
に

つ
い
て

■
質
問

令
和
元
年
の
県
民
総
生
産
額
３
兆

7446
億
円
の
う
ち
農
林
水
産
業
は
、
そ
の

全
体
の
723
億
円
で
全
体
の
1.9
％
、
ま
た
、

観
光
を
含
む
宿
泊
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

は
902
億
円
で
2.4
％
で
し
か
な
い
。
ま
た
、

従
業
員
数
に
お
い
て
も
、
農
林
水
産
業

で
平
成
27
年
、
４
万
556
人
か
ら
令
和
２

年
、
３
万
7648
人
に
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
、
平
成
27
年
の
２
万
6637
人
か
ら
令

和
２
年
に
は
２
万
6212
人
に
減
少
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
、
活
力
を
取
り

戻
し
て
い
く
の
か
。

■
知
事

農
林
水
産
業
、
観
光
業
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
非
常
に
裾
野
の
広
い
産
業
。
農
林

水
産
業
で
は
担
い
手
の
確
保
、
生
産
基

盤
の
強
化
、
販
路
拡
大
、
ま
た
法
人
の

育
成
支
援
な
ど
進
め
る
。
観
光
業
で
は
、

環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な
観
光
地
づ

く
り
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た
誘

客
推
進
な
ど
、
全
力
で
可
能
な
も
の
か

ら
速
や
か
に
取
り
組
む
。

⑵
大
型
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致

に
つ
い
て

■
質
問

和
歌
山
Ｉ
Ｒ
は
、
令
和
４
年
４
月
20

日
の
臨
時
県
議
会
に
お
い
て
賛
成
18
、

反
対
22
で
否
決
さ
れ
た
が
、
で
は
そ
れ

に
代
わ
り
得
る
何
か
大
型
経
済
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
あ
る
の
か
。

■
知
事

大
型
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
変

重
要
な
活
性
化
策
と
し
て
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。
和
歌
山
県
が
再

浮
揚
す
る
た
め
の
起
爆
剤
と
な
る
も

の
を
期
待
す
る
県
民
の
声
は
大
変
大
き

い
。何

と
し
て
も
和
歌
山
県
に
人
と
企
業

を
呼
び
込
む
、
地
味
な
が
ら
具
体
的
な

施
策
を
戦
略
的
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

令
和
5
年
2
月
議
会

令
和
5
年
9
月
議
会

★母校・耐久高校 （甲子園センバツ初出場！）

★日本拳法 （ニッケンスクール高典塾・早大日本拳法部など）★日常活動 （地域・イベント・保護司会など）

▲玉木代表の地元・高松市（香川県）にて

★公務中
陳情処理・

県外海外視察など

★著名人
共通の話題で
親しくお話も！

▲「わかやまコンパクト100歳大学」卒業式
（前列右から6人目・提唱者の國松・元滋賀県知事）



浦
口
こ
う
て
ん
の
県
政
報
告

N
o.2

国
民
民
主
党
和
歌
山
県
連（
令
和
５
年
1
0
月
1
日
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」よ
り

＜
浦
口
高
典
議
員
の
質
問
に
関
す
る
資
料
①
　
項
目
：
1
-(1
)>

和
歌
山
は
高
知
よ
り
更
に
ラ
ン
ク
下
!!  

＜
浦
口
高
典
議
員
の
質
問
に
関
す
る
資
料
②
　
項
目
：
1
-(2
)>

＜
2
0
2
3
年（
令
和
５
年
）７
月
2
5
日
　
読
売
新
聞
>

（
注
）ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ン
マ
ー
カ
ー
等
、本
人
加
筆

和
歌
山
県（
県
議
会
議
員
選
挙
区
別
）の
人
口
及
び
将
来
人
口
推
計

＜
国
勢
調
査
等
を
基
に
浦
口
高
典
議
員
作
成
＞

※
2
0
4
0
年
は
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計（
2
0
1
3
年
3
月
）を
も
と
に
、日
本
創
成
会
議
が
算
出
し
た
人
口

選
挙
区

1
9
8
5
年

2
0
2
0
年

2
0
4
0
年

1
9
8
5
年
→
2
0
4
0
年

増
　
減

増
減
率

1
伊
都
郡

3
8
,3
7
3

2
2
,7
9
3

1
3
,6
2
6

▲
2
4
,7
4
7

▲
6
4
.5
%

2
東
牟
婁
郡

5
6
,9
8
0

3
4
,7
7
1

2
1
,5
8
3

▲
3
5
,3
9
7

▲
6
2
.1
%

3
新
宮
市

4
0
,4
6
5

2
7
,1
7
1

1
7
,6
3
9

▲
2
2
,8
2
6

▲
5
6
.4
%

4
海
南
市
・
海
草
郡

8
2
,2
5
5

5
6
,6
2
5

3
8
,0
6
8

▲
4
4
,1
8
7

▲
5
3
.7
%

5
有
田
郡

5
6
,4
9
6

4
3
,1
6
1

2
8
,9
5
8

▲
2
7
,5
3
8

▲
4
8
.7
%

6
有
田
市

3
5
,4
0
1

2
6
,5
3
8

1
8
,6
3
0

▲
1
6
,7
7
1

▲
4
7
.4
%

7
日
高
郡

6
3
,1
7
6

4
8
,6
6
1

3
4
,0
4
8

▲
2
9
,1
2
8

▲
4
6
.1
%

8
田
辺
市

8
8
,2
6
3

6
9
,8
7
0

5
2
,0
6
1

▲
3
6
,2
0
2

▲
4
1
.0
%

9
御
坊
市

3
0
,4
5
0

2
3
,4
8
1

1
8
,1
2
0

▲
1
2
,3
3
0

▲
4
0
.5
%

1
0

西
牟
婁
郡

4
4
,7
4
3

3
9
,1
8
3

2
9
,3
8
3

▲
1
5
,3
6
0

▲
3
4
.3
%

1
1

和
歌
山
市

4
0
1
,3
5
2

3
5
6
,7
2
9

2
7
5
,8
2
9

▲
1
2
5
,5
2
3

▲
3
1
.3
%

1
2

紀
の
川
市

6
4
,4
3
1

5
8
,8
1
6

4
5
,8
9
3

▲
1
8
,5
3
8

▲
2
8
.8
%

1
3

橋
本
市

5
6
,7
5
5

6
0
,8
1
8

4
5
,5
5
0

▲
1
1
,2
0
5

▲
1
9
.7
%

1
4

岩
出
市

2
8
,0
6
6

5
3
,9
6
7

5
0
,2
2
8

2
2
,1
6
2

7
9
.0
%

1
,0
8
7
,2
0
6

9
2
2
,5
8
4

6
8
9
,6
1
6

▲
3
9
7
,5
9
0

▲
3
6
.6
%




